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一
、
は
じ
め
に
　
こ
の
萩
原
広
道
の
消
息
は
、「
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
第
６
〜
８
号
（
２
０
０
１
〜
２
０
０
３
）」
に
掲
載
し
た
第
一
〜
十
二
消
息
の
続
き
に
あ
た
る
。
そ
の
解
説
に
つ
い
て
は
、
第
６
号
を
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
は
第
十
三
〜
十
八
消
息
を
翻
刻
し
た
。
　
な
お
、
関
西
大
学
図
書
館
手
紙
を
読
む
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
　
　
　
　
森
川　
彰
（
助
言
者
）、
大
国
克
子
、
池
尻
孝
子
、
大
塚
千
歳
、
長
谷
章
子
、
　
　
　
　
八
尾
奈
緒
美
、
中
川
敏
子
、
田
中
純
子
、
鵜
飼
香
織
　
二
、
翻　
刻
　
翻
刻
に
つ
い
て
は
、
次
の
要
領
に
従
っ
た
。
　
・
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
　
・
仮
名
は
、
原
則
と
し
て
片
仮
名
及
び
平
仮
名
を
用
い
、
変
体
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
た
。
　
・
真
仮
名
及
び
仮
名
の
合
体
字
の
う
ち
、
次
の
も
の
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
　
　
　
而
（
て
）　
之
（
の
）　
（
よ
り
）　
哉
（
や
）　
　
・
踊
り
字
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
　
・
本
文
に
は
読
点
を
施
し
た
。
　
・
本
文
の
字
数
、
行
数
は
原
形
に
従
っ
た
。
　
・
朱
筆
を
用
い
た
箇
処
は
「（
朱
書
）」
と
付
し
た
。
　
・
□
は
判
読
不
能
を
示
す
。
　
・
追
而
書
は
二
字
下
げ
と
し
た
。
萩原広道の消息（その四）
八
〔第十三消息の頭首部分〕
関
西
大
学
所
蔵
萩
原
広
道
の
消
息
（
そ
の
四
）
関
西
大
学
図
書
館　
手
紙
を
読
む
会





図書館フォーラム第９号（２００４）
九
﹇
第
十
三
消
息
（
嘉
永
四
年
九
月
十
三
日
）﹈
一
六
×
一
〇
二
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
武
雄
様　
　
鹿
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
用
事
尓
来
御
物
遠
ニ
打
過
申
候
、
漸
秋
冷
相
催
□
□
（
破
損
）
弥
御
壮
栄
可
被
為
在
奉
欣
慶
候
、
随
而
弊
家
依
旧
消
光
仕
候
間
、
乍
慮
外
御
放
念
可
被
下
候
、
さ
て
春
来
御
悩
ミ
被
成
候
御
病
気
、
此
節
ハ
如
何
御
坐
候
哉
、
先
頃
岩
国
之
賀
屋
へ
被
遣
候
御
短
書
、
野
拙
ニ
示
候
と
て
そ
の
ま
拝
見
、
先
御
順
快
候
段
ハ
、
承
知
仕
候
而
、
大
ニ
安
仕
候
、
尓
後
も
益
御
壮
健
ニ
や
承
度
奉
存
候
、
盆
後
ハ
か
し
こ
わ
た
り
へ
も
御
発
行
と
や
ら
申
御
文
も
見
え
申
候
、
如
何
御
出
張
候
哉
、
御
家
督
後
故
、
定
而
何
角
と
御
繁
多
と
ハ
奉
察
候
、
乍
去
御
服
中
ハ
御
神
事
ニ
御
い
と
ま
ハ
あ
る
へ
く
と
も
奉
存
候
、
何
そ
御
著
述
ニ
て
も
被
成
候
哉
承
度
奉
存
候
、
野
拙
義
も
去
ル
五
月
中
旬
よ
り
播
磨
、
備
前
へ
罷
出
、
所
々
巡
見
し
て
七
月
廿
日
復
々
帰
候
処
、
当
年
ハ
暑
気
殊
外
つ
よ
く
、
狭
屋
熱
気
ニ
堪
か
ね
、
病
気
も
可
出
勢
ゆ
ゑ
、
十
日
斗
宿
ニ
居
候
て
直
ニ
上
京
、
比
叡
山
を
越
て
近
江
国
へ
立
越
、
堅
田
、
大
津
な
と
へ
行
、
そ
れ
よ
り
田
上
山
を
越
て
信
楽
郷
へ
参
、
か
の
藤
尾
景
秀
方
へ
ゆ
き
申
候
、
是
ハ
か
し
こ
ハ
殊
外
涼
気
な
る
よ
し
、
か
ね
て
承
候
上
多
羅
尾
久
右
衛
門
殿
之
母
刀
自
の
哥
を
直
し
候
事
も
あ
れ
ハ
と
思
立
た
る
趣
向
也
、
六
七
日
留
仕
候
内
、
涼
気
ニ
も
な
り
候
故
、
八
月
十
五
日
帰
坂
仕
候
処
、
又
々
屋
主
よ
り
借
屋
の
つ
く
ろ
ひ
を
致
し
懸
居
申
候
、
〔第十三消息の末尾部分〕
せ
ま
き
と
さ
わ
か
し
き
ニ
こ
う
し
果
候
而
、
一
夕
宿
ニ
て
と
ま
り
、
直
ニ
上
京
仕
候
、
是
ハ
少
し
俗
用
有
之
候
上
、
伴
雄
か
鴨
川
集
の
清
書
ヲ
た
の
ま
れ
候
故
な
り
、
か
く
て
九
月
九
日
竟
ニ
帰
郷
と
申
様
之
事
ニ
て
、
実
ニ
何
の
い
と
ま
も
な
く
何
方
へ
も
大
無
沙
汰
仕
候
、
何
分
昨
年
よ
り
の
時
節
か
ら
ニ
て
、
勝
手
向
殊
外
む
つ
か
し
く
困
入
候
故
、
大
ニ
い
ら
ぬ
事
ニ
労
し
、
や
う

切
ぬ
け
ハ
い
た
し
候
へ
と
も
、
借
銭
も
少
々
出
来
、
学
問
ハ
さ
つ
は
り
出
来
す
、
迷
惑
此
上
も
な
き
仕
合
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
さ
て
帰
り
て
み
れ
ハ
、
池
田
次
平
よ
り
此
様
な
も
の
さ
し
上
く
れ
と
て
さ
し
置
候
故
、
先
君
文
通
を
は
し
め
申
候
、
此
十
日
斗
ハ
此
文
通
ニ
て
又
々
隙
を
つ
ふ
し
可
申
候
、
著
述
ハ
何
も
い
た
し
不
申
候
、
や
う

古
言
訳
解
ヲ
書
林
よ
り
出
板
し
た
る
ニ
て
、
当
年
ハ
寸
功
も
な
き
事
ニ
御
坐
候
、
次
平
か
つ
み
た
し
か
に
御
入
手
可
被
下
候
、
○
京
ハ
さ
ハ
い
へ
と
大
坂
よ
り
ハ
文
事
ま
し
ニ
御
坐
候
、
長
広
、
直
兄
、
友
于
な
と
ニ
ハ
申
候
、
伴
雄
も
ヤ
ハ
リ
在
京
、
此
月
末
帰
国
と
の
事
也
、
か
し
こ
の
近
処
ニ
て
宿
を
と
り
居
申
し
、
日
々
出
会
咄
申
候
、
か
も
川
集
三
郎
今
般
上
木
、
年
内
ニ
ハ
発
兌
い
た
し
可
申
、
夫
ニ
付
か
の
玉
石
ハ
い
か
相
成
候
哉
、
何
を
御
さ
し
置
候
て
も
早
々
御
発
行
奉
祈
候
、
弘
ニ
も
京
ニ
て
は
し
め
て

申
候
、
静
な
る
人
ニ
て
妙
ニ
御
坐
候
、
何
か
い
ろ

考
も
有
之
様
子
、
た
の
も
し
く
覚
申
候
、
近
藤
と
ハ
ち
と
不
和
の
様
子
こ
ま
り
も
の
ニ
御
坐
候
、
さ
て
諸
平
ハ
い
よ

兄
瓶
と
改
名
い
た
し
候
よ
し
、
先
頃
此
表
へ
し
の
ひ
て
参
候
事
露
顕
、
紀
州
よ
り
御
咎
御
坐
候
て
、
塞
被
仰
付
候
と
の
事
、
き
の
と
く
也
、
叔
父
と
同
道
の
老
人
と
二
人
も
連
坐
と
聞
え
申
候
、
是
ハ
少
し
の
事
な
る
へ
し
、
諸
平
ハ
先
両
三
年
禁
錮
せ
ら
れ
候
様
子
、
呉
々
迷
惑
致
す
へ
く
と
相
察
申
候
、
何
よ
り
も
勝
手
向
む
つ
か
し
き
と
み
ゑ
、
た
ん
さ
く
を
五
枚
程
ツ
ヽ
短
尺
屋
ニ
た
の
み
て
旧
識
の
方
へ
遣
し
、
金
百
疋
ツ
ヽ
勧
化
い
た
し
候
や
う
の
事
な
れ
ハ
、
押
て
し
る
へ
き
事
ニ
御
坐
候
、
い
か
な
れ
ハ
吾
党
の
学
者
ハ
か
く
つ
ま
ら
ぬ
事
の
み
多
き
や
う
也
、
長
歎
之
外
無
御
坐
候
、
○
隆
正
当
年
も
石
見
へ
下
り
候
と
て
、
高
砂
ニ
て
一
日

申
候
、
此
間
留
守
へ
も
た
つ
ね
申
候
ハ
ヽ
、
こ
の
首
尾
ハ
い
か
候
哉
、
内
々
御
示
し
可
被
下
候
、
い
つ
れ
貴
辺
へ
も
立
寄
可
申
候
、
何
分
宜
御
頼
申
上
候
、
直
兄
も
近
々
広
島
へ
下
向
、
厳
島
へ
参
詣
と
や
ら
申
て
荷
物
ま
て
こ
し
ら
へ
居
申
候
処
、
友
于
か
母
の
八
十
賀
会
ヲ
ぜ
ひ
た
の
む
と
申
事
故
、
此
十
四
五
日
ヲ
過
し
て
出
か
け
候
と
の
事
也
、
広
島
ニ
て
ハ
、
海
野
某
と
か
申
方
へ
参
候
よ
し
也
、
○
当
年
ハ
錦
地
辺
も
米
よ
く
出
来
候
と
見
え
所
々
よ
り
時
節
直
り
候
間
、
出
か
け
て
こ
い
と
申
来
候
、
何
卒
出
か
け
た
く
候
へ
と
も
、
あ
ま
り
春
方
よ
り
度
々
旅
行
ヲ
致
し
、
此
表
の
社
中
出
る
な
と
申
こ
ま
り
申
候
、
さ
れ
と
も
銭
ニ
つ
ま
り
候
へ
ハ
、
是
非
と
も
出
る
よ
り
外
な
し
、
左
候
ハ
ヽ
何
分
よ
ろ
し
く
御
頼
申
上
候
、
直
養
も
先
頃
二
三
度
左
右
有
之
、
出
か
け
候
様
ニ
と
、
く
れ

申
来
候
間
、
此
度
ハ
か
の
辺
ハ
せ
ひ

参
候
つ
も
り
ニ
御
坐
候
、
夫
ニ
付
萩原広道の消息（その四）
一
○
図書館フォーラム第９号（２００４）
一
一
か
の
随
筆
の
草
稿
早
々
御
返
し
可
被
下
候
、
年
内
ニ
ハ
先
一
冊
ニ
て
も
上
木
致
し
度
候
也
、
こ
れ
ハ
例
の
御
つ
る
け
な
く
く
れ

奉
頼
上
候
、
○
近
藤
、
静
間
其
外
も
康
健
ニ
候
哉
、
よ
ろ
し
く
御
便
ニ
御
達
し
可
被
下
候
、
何
や
ら
か
や
ら
い
そ
か
し
く
、
何
方
へ
も
文
通
等
閑
ニ
成
、
こ
ま
り
入
申
候
、
今
日
ハ
十
三
夜
也
、
夜
分
ニ
ハ
何
と
か
催
す
者
あ
る
へ
し
、
あ
す
ハ
米
平
の
月
次
会
な
り
、
頓
と
思
の
な
ら
ぬ
事
ニ
て
よ
わ
り
果
申
候
、
○
猶
色
々
申
上
度
事
御
坐
候
へ
と
も
、
今
日
も
誠
ニ
せ
ハ
し
く
候
ま
、
後
音
と
申
残
候
、
乍
末
皆
様
ニ
宜
様
御
寉
声
奉
頼
上
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
草
々
不
宣
　
　
　
九
月
十
三
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
道
　
　
鈴
木
大
兄
　
　
　
　
玉
几
下
　
　
尚
々
時
気
せ
つ
か
く
御
い
と
ひ
可
被
成
候
、
　
　
哥
も
あ
ま
り
よ
み
不
申
候
、
皆
々
大
俗
な
れ
ハ
、
　
　
し
た
め
不
申
上
候
﹇
第
十
四
消
息
（
嘉
永
六
年
正
月
四
日
）﹈
一
五
・
八
×
四
四
糎
（
折
紙
）
新
春
之
御
慶
目
出
度
申
納
候
、
先
以
御
揃
弥
御
堅
勝
被
成
御
超
歳
、
珍
重
奉
存
候
、
随
而
私
義
無
異
加
年
仕
候
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
右
は
年
始
御
祝
詞
申
上
度
如
此
御
坐
候
、
猶
期
永
日
之
時
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
惶
謹
言
　
　
　
正
月
四
日　
　
　
　
　
　
萩
原
鹿
蔵
　
　
鈴
木
武
雄
様
　
　
　
　
人
々
御
中
　
　
尚
々
余
寒
折
角
御
自
愛
　
　
可
被
成
奉
祈
候
（
裏
面
）
旧
臘
十
六
日
三
田
尻
御
認
之
貴
墨
、
高
橋
氏
持
参
忝
拝
見
仕
候
、
不
相
替
御
繁
務
之
御
様
子
さ
こ
そ
と
奉
察
候
、
九
州
御
出
張
の
一
便
一
向
存
不
申
候
処
、
先
頃
賀
屋
よ
り
手
帋
の
は
し
ニ
認
来
、
且
下
関
辺
玉
詠
も
承
申
候
、
し
か
し
な
か
ら
御
楽
と
存
申
候
、
直
養
ニ
も
御
面
談
の
よ
し
、
不
相
替
壮
健
ニ
御
坐
候
哉
、
久
敷
文
通
も
承
不
申
候
、
賀
屋
承
候
へ
ハ
と
う
か
同
人
又
々
役
付
致
候
と
か
申
事
ニ
候
、
実
事
ニ
候
哉
、
さ
る
催
し
ハ
有
け
ニ
聞
え
居
申
候
事
也
、
御
示
し
可
被
下
候
、
○
源
氏
一
条
色
々
御
配
意
被
下
候
よ
し
奉
多
謝
候
、
此
節
ひ
た
と
取
懸
り
居
申
候
、
小
一
冊
ハ
彫
刻
も
出
来
申
候
、
当
月
中
ハ
職
人
あ
そ
ひ
候
よ
し
ニ
而
、
心
い
ら
れ
の
ミ
致
居
申
候
、
先
臘
月
廿
一
ニ
三
十
金
斗
ハ
集
候
へ
と
も
、
其
位
ニ
て
ハ
頓
と
□
足
不
申
候
、
大
ニ
こ
ま
り
居
申
候
、
遠
国
分
ハ
兎
角
（
虫
損
）
年
内
の
事
ニ
相
成
不
申
候
、
何
分
尊
兄
ハ
此
度
頼
□
□
た
る
御
方
ニ
御
坐
候
間
、
曲
而
御
苦
労
（
虫
損
）
奉
頼
候
、
高
橋
氏
へ
も
呉
々
相
頼
置
申
候
、
さ
し
か
り
被
露
い
た
し
、
出
来
ぬ
と
申
て
ハ
一
分
相
立
不
申
事
故
、
実
ハ
大
ニ
心
配
い
た
し
居
申
候
、
何
分
ニ
も
半
過
彫
立
候
へ
ハ
、
又
々
外
ニ
手
段
も
御
坐
候
間
、
成
丈
御
周
旋
奉
希
上
候
、
猶
高
橋
よ
り
も
御
聞
取
可
被
下
候
、
少
し
ニ
て
も
早
く
相
届
候
方
、
奇
妙
ニ
御
坐
候
、
外
の
ひ
き
ニ
も
相
成
可
申
候
間
、
返
々
奉
頼
候
、
来
候
分
ハ
手
形
を
さ
し
出
候
と
も
、
短
尺
類
に
て
か
へ
置
候
と
も
、
い
か
や
う
と
も
可
致
候
間
、
是
又
御
含
置
可
被
下
候
、
○
西
戎
音
訳
字
論
慥
ニ
入
手
仕
候
、
先
年
の
考
に
て
猶
い
か
し
き
事
も
御
坐
候
、
御
異
見
可
被
下
候
、
○
黒
沢
へ
御
届
物
慥
ニ
届
申
候
、
出
来
次
第
ニ
後
便
さ
し
上
可
申
候
、
御
伝
言
も
申
通
置
候
、
○
近
藤
氏
近
来
如
何
、
頓
と
左
右
承
不
申
候
、
御
序
ニ
宜
奉
希
候
、
静
間
へ
も
御
同
様
奉
頼
候
、
○
段
々
御
高
名
御
手
広
ニ
相
成
候
御
様
子
奉
祝
候
、
夫
ニ
付
て
ハ
御
用
繁
く
相
成
候
事
ニ
て
身
を
つ
み
て
御
迷
惑
も
御
察
申
上
候
、
僕
か
如
き
無
祿
者
ハ
せ
ん
か
た
な
し
、
何
卒
君
ニ
ハ
大
抵
ニ
被
成
候
て
御
疲
労
の
出
□
□
□
□
奉
祈
候
、
返
々
中
国
辺
御
切
開
キ
（
虫
損
）
奉
祈
候
、
夫
故
□
□
失
敬
も
申
上
候
也
、
此
辺
之
事
（
虫
損
）
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
先
今
便
ハ
さ
し
急
キ
如
此
申
上
残
候
、
□
□
折
角
御
自
愛
奉
祈
候
、
草
々
不
備
（
虫
損
）
　
　
　
年
内
立
春
　
山
の
は
ハ
雪
け
な
か
ら
の
横
雲
を
む
ら
さ
き
た
て
　
春
ハ
き
に
け
り
　
　
　
御
一
笑

﹇
第
十
五
消
息
（
嘉
永
六
年
十
ニ
月
十
日
）﹈
一
五
・
五
×
一
二
六
・
八
糎
去
月
廿
日
之
御
状
相
達
辱
拝
見
仕
候
、
漸
甚
寒
相
成
候
所
、
御
渾
家
御
揃
弥
御
安
祥
被
成
御
起
居
候
条
珍
重
之
至
、
奉
大
賀
候
、
随
而
弊
屋
尓
来
ハ
無
恙
消
光
仕
候
、
乍
憚
御
省
念
可
被
下
候
、
不
相
替
取
紛
御
無
音
罷
過
候
段
、
真
平
御
恕
免
可
被
下
候
、
今
般
河
内
屋
栄
三
郎
子
御
上
来
ニ
而
対
面
、
錦
地
之
御
様
子
委
曲
承
知
仕
候
、
追
々
御
繁
務
被
為
成
候
由
、
先
以
御
繁
栄
奉
賀
候
、
乍
去
御
繁
雑
ニ
而
、
御
学
業
筋
御
勉
強
ニ
も
至
り
か
ね
候
よ
し
、
さ
こ
そ
と
奉
存
候
、
頃
年
小
生
義
も
色
々
虚
名
を
貪
候
弊
よ
り
し
て
、
竟
ニ
ハ
身
動
も
な
ら
ぬ

忙
世
界
ニ
堕
落
い
た
し
、
今
更
後
悔
難
及
御
坐
候
、
乍
去
浮
浪
堺
是
非
も
無
御
坐
候
、
君
に
ハ
常
（
マ
マ
）
祿
も
御
坐
候
事
な
れ
ハ
、
必
々
大
抵
ニ
御
止
被
成
候
而
、
何
卒
有
用
之
大
学
業
御
開
キ
被
成
度
、
呉
々
奉
祈
候
、
と
に
か
く
に
花
鳥
風
月
之
連
中
ハ
、
大
和
乏
敷
も
の
ニ
て
、
何
十
人
出
懸
候
て
も
格
別
も
の
足
り
ニ
成
候
も
の
に
も
無
御
坐
候
様
ニ
被
考
候
、
さ
り
と
も
錦
地
辺
ハ
質
直
之
古
風
存
候
事
故
、
此
辺
之
浮
華
風
と
ハ
違
ひ
可
申
候
へ
と
も
、
何
分
有
益
之
御
学
業
御
勧
進
奉
祈
候
也
、
尚
余
論
も
御
坐
候
へ
と
も
申
漏
候
、
○
河
内
屋
栄
三
郎
子
書
林
之
一
条
御
申
越
被
下
、
是
ハ
広
島
ニ
て
前
年
承
候
事
ニ
而
、
其
後
秋
田
屋
が
別
家
萩原広道の消息（その四）
一
二
図書館フォーラム第９号（２００４）
一
三
彦
介
と
申
者
産
を
失
ひ
こ
ま
り
居
申
候
ニ
付
、
其
者
ヲ
下
し
御
世
話
ヲ
奉
願
度
存
候
所
、
同
人
事
借
財
甚
敷
、
本
家
之
太
右
衛
門
す
ら
本
類
貸
し
不
申
位
ニ
成
候
故
、
何
之
事
も
不
相
成
打
棄
置
申
候
、
然
ル
処
今
般
右
河
内
屋
御
登
せ
被
成
候
事
故
、
随
分
御
世
話
も
可
致
、
則
其
翌
日
態
々
太
右
衛
門
方
へ
参
り
委
曲
相
談
い
た
し
置
申
候
、
尤
太
右
衛
門
ハ
留
守
ニ
て
候
へ
と
も
、
番
頭
善
介
と
申
者
よ
く
呑
込
申
候
、
右
ニ
付
其
又
翌
日
、
栄
三
郎
子
同
家
へ
被
参
候
様
ニ
申
被
参
候
処
、
至
極
都
合
よ
ろ
し
く
相
談
相
整
ひ
候
趣
ニ
御
坐
候
、
此
辺
之
事
委
し
く
ハ
同
子
御
聞
取
可
被
下
候
、
書
林
問
屋
と
申
も
の
四
五
軒
も
な
し
ミ
御
坐
候
へ
と
も
、
当
時
第
一
番
ニ
手
広
く
い
た
し
候
ハ
秋
太
と
見
え
申
候
、
且
萩
辺
引
合
も
い
た
し
候
故
、
錦
地
辺
御
様
子
も
大
抵
ハ
存
候
事
故
、
同
人
へ
托
し
候
事
ニ
御
坐
候
、
然
ル
処
、
右
彦
介
一
条
も
有
之
候
事
故
、
よ
く
呑
込
之
事
と
見
え
申
し
、
此
段
御
安
意
可
被
下
候
、
尤
本
人
ハ
貴
家
様
御
請
合
も
可
成
と
の
事
故
、
則
御
手
紙
太
右
衛
門
へ
見
せ
置
申
候
、
別
ニ
御
証
書
な
と
の
事
ハ
入
用
無
御
坐
候
へ
と
も
、
毎
々
下
シ
筋
仕
入
方
残
り
多
々
相
成
、
竟
ニ
ハ
不
和
之
基
と
も
成
行
候
様
之
事
も
有
之
候
故
、
成
た
け
出
精
致
さ
れ
候
而
残
銀
滞
り
等
な
き
様
ニ
気
ヲ
付
御
登
せ
被
成
候
ハ
ヽ
、
下
直
代
ニ
候
物
も
心
付
下
し
可
申
候
、
さ
す
れ
ハ
後
年
段
々
手
広
く
も
相
成
可
申
候
間
、
此
段
能
々
御
呑
込
、
栄
三
郎
子
へ
御
教
示
可
被
成
候
、
と
か
く
田
舎
ニ
て
ハ
あ
ま
り
ニ
本
ヲ
高
く
売
候
様
ニ
聞
え
申
候
、
高
く
て
ハ
買
手
追
々
へ
り
可
申
、
且
自
然
と
か
け
も
よ
り
か
ね
可
申
候
間
、
成
丈
安
く
数
を
う
る
様
之
仕
懸
ニ
可
被
成
候
、
右
様
の
事
ハ
、
本
人
へ
ハ
昨
今
之
間
柄
故
委
し
く
も
不
申
候
、
よ
く
御
弁
へ
御
示
し
置
可
被
下
候
、
此
義
ニ
か
き
ら
す
、
他
ニ
両
三
度
も
請
人
と
ハ
な
け
れ
と
、
拙
生
口
継
い
た
し
候
事
有
之
、
滞
り
出
来
之
上
ハ
無
拠
此
方
へ
ね
た
り
来
、
困
入
候
事
も
御
坐
候
故
、
か
様
ニ
く
ど

し
く
申
上
置
候
事
ニ
御
坐
候
、
事
情
御
深
察
宜
様
奉
頼
候
、
○
与
介
へ
御
紙
面
御
遣
し
、
右
河
内
屋
一
条
御
頼
ニ
而
、
同
人
主
人
ニ
で
も
請
ニ
立
候
様
被
仰
候
よ
し
、
さ
り
な
か
ら
、
此
義
ハ
一
切
不
相
成
情
景
ニ
御
坐
候
、
た
と
へ
ハ
、
拙
生
か
門
人
な
と
や
う
の
者
す
ら
、
金
銀
の
請
人
ニ
ハ
頓
と
た
ち
呉
不
申
土
風
ニ
而
、
錦
地
ニ
て
の
御
考
と
ハ
大
ニ
相
違
候
事
ニ
御
坐
候
、
一
寸
申
候
へ
ハ
た
や
す
き
事
の
如
く
な
れ
と
、
出
入
有
之
訴
訟
等
ニ
も
及
申
節
、
さ
す
か
に
き
の
と
く
と
存
候
様
之
者
ハ
、
一
切
受
ニ
立
候
事
も
な
く
、
立
て
も
や
く
ニ
立
ず
と
す
る
風
故
、
一
面
も
な
き
も
の
受
人
ハ
頓
と
立
ぬ
風
ニ
て
御
坐
候
、
ま
し
て
、
奉
公
人
の
友
達
の
う
け
ニ
主
人
の
立
候
な
と
申
事
ハ
、
更
ニ
な
き
事
ニ
候
へ
ハ
、
小
生
よ
り
も
主
人
へ
頼
出
候
事
ハ
止
さ
せ
申
候
、
然
ル
処
与
介
事
大
ニ
気
毒
が
り
、
小
生
方
へ
も
度
々
頼
ニ
参
り
、　
　
　
　
も
し
二
十
両
之
前
銀
ニ
て
成
か
ね
三
十
両
も
出
し
候
様
秋
太
方
ニ
申
候
ハ
ヽ
、
足
し
の
十
両
之
内
四
五
両
位
ハ
、
同
人
給
銀
ヲ
前
借
し
て
も
と
の
へ
申
度
な
ど
申
出
候
、
同
人
当
地
之
風
ニ
大
分
な
れ
候
故
、
已
前
之
与
介
に
て
も
無
御
坐
候
へ
と
も
、
此
辺
之
事
ハ
さ
す
か
に
質
朴
家
故
大
ニ
感
心
い
た
し
候
、
御
序
ニ
御
ほ
め
置
可
被
下
候
、
小
生
も
大
ニ
賞
し
置
申
候
、
○
河
内
屋
子
米
壱
俵
み
や
け
ニ
預
り
過
分
之
事
ニ
て
痛
入
申
候
、
度
々
こ
ま
り
候
品
も
の
ニ
て
無
辞
退
申
受
候
、
乍
去
と
に
か
く
ニ
不
穏
、
よ
く
御
謝
し
置
可
被
下
候
、
○
雄
之
介
へ
被
遣
候
御
哥
御
面
倒
恐
入
申
候
、
近
便
ニ
御
状
と
も
遣
し
可
申
候
、
○
椿
氏
翁
山
集
詠
草
受
取
申
候
、
右
集
之
事
ハ
、
本
人
重
森
良
容
と
申
者
、
久
し
く
お
と
つ
れ
も
不
致
、
別
ニ
子
細
も
有
之
候
而
、
打
捨
置
候
処
、
当
春
上
坂
い
た
し
、
初
而
致
対
面
候
、
然
ル
処
同
人
事
、
久
々
相
勝
不
申
、
今
般
も
上
へ
医
療
ニ
登
リ
候
よ
し
見
及
候
所
、
京
也
労
症
体
ニ
て
至
而
難
病
と
見
え
申
候
、
只
半
時
斗
咄
候
而
帰
り
申
候
、
其
後
今
ニ
便
宜
無
御
坐
候
、
も
し
ハ
死
去
な
と
い
た
し
ハ
せ
ぬ
か
と
心
ニ
懸
り
居
申
候
、
聞
定
候
上
ニ
て
又
々
可
申
上
候
、
元
来
右
之
集
ハ
心
に
も
あ
ら
ぬ
事
を
無
理
に
頼
ま
れ
候
ニ
、
格
別
拙
生
か
益
ニ
成
候
事
ニ
も
あ
ら
す
、
打
棄
か
ち
ニ
い
た
し
候
処
、
草
稿
の
集
り
な
り
の
も
の
さ
し
登
せ
候
而
、
そ
れ
を
見
分
ケ
草
本
ヲ
い
た
し
く
れ
と
申
、
さ
り
と
ハ
世
話
敷
中
ニ
、
余
り
ニ
も
の
わ
い
た
め
な
き
男
か
な
と
存
候
故
、
草
稿
た
け
ハ
先
方
ニ
て
い
た
し
候
様
ニ
と
申
し
付
置
候
処
、
右
病
気
ニ
て
延
引
い
た
し
候
、
然
ル
処
右
参
候
節
申
ニ
ハ
、
左
候
ハ
ヽ
近
便
又
々
取
帰
り
、
病
間
ニ
そ
れ

類
ヲ
よ
せ
下
清
書
可
致
と
申
候
、
さ
れ
と
も
其
後
絶
音
ニ
て
今
以
草
稿
類
ハ
預
り
居
申
候
、
伴
雄
ハ
初
よ
り
拙
子
ニ
ぬ
り
つ
け
一
向
ニ
頓
着
い
た
し
不
申
候
、
実
ニ
こ
ま
り
も
の
也
、
乍
去
本
人
ニ
恙
御
坐
候
ハ
ヽ
、
無
仕
方
一
二
冊
も
の
ニ
ハ
い
た
し
可
遣
と
存
居
申
候
也
、
右
之
段
ハ
含
置
可
被
下
候
、
惣
而
右
重
森
と
申
も
の
ハ
、
拙
子
な
と
ヲ
俳
諧
之
点
者
と
や
ら
申
も
の
こ
と
く
存
候
と
見
え
、
こ
ま
り
た
る
事
多
く
御
坐
候
、
御
一
笑
可
被
下
候
、
○
嘉
永
三
十
六
哥
仙
之
事
、
栄
三
郎
子
へ
買
取
帰
候
様
ニ
と
托
し
置
申
候
、
○
夜
市
原
田
氏
源
氏
入
銀
御
役
介
之
至
御
坐
候
、
落
手
受
書
栄
三
郎
子
へ
托
し
申
候
、
右
源
氏
ハ
板
さ
つ
は
り
仕
上
ケ
、
弐
百
部
す
ら
せ
居
申
候
、
然
ル
所
江
戸
願
今
ニ
済
不
申
、
序
文
久
貝
正
典
君
へ
頼
候
処
、
色
々
間
違
事
有
之
、
今
以
清
書
来
り
不
申
、
大
ニ
こ
ま
り
居
申
候
、
来
春
早
々
ニ
ハ
さ
し
上
候
様
ニ
相
成
可
申
候
、
其
内
御
心
あ
た
り
の
出
銀
口
も
御
坐
候
ハ
ヽ
、
御
登
せ
可
被
下
候
、
製
本
仕
上
ケ
候
後
ハ
、
二
方
金
な
と
ニ
売
候
て
ハ
、
引
合
不
申
候
由
、
ち
と
直
段
ハ
上
り
可
申
候
、
当
年
ヲ
限
と
致
候
つ
も
り
也
、
○
長
沢
事
御
尋
被
下
、
他
出
ハ
一
切
な
り
不
申
候
へ
と
も
、
先
文
通
位
ハ
い
た
し
申
候
、
著
述
ニ
ひ
し
と
か
り
居
候
と
の
事
こ
れ
も
却
而
よ
ろ
し
か
る
へ
し
、
気
毒
ハ
千
万
ニ
御
坐
候
、
○
西
田
事
去
月
八
日
ニ
到
岸
い
た
し
、
十
五
日
朝
一
寸
小
倉
邸
ニ
而
申
候
、
其
後
い
ろ

望
も
有
之
候
趣
に
て
小
子
へ
も
頼
候
事
御
坐
候
へ
と
も
、
い
か
な
る
事
ニ
や
、
十
七
八
日
頃
国
元
よ
り
急
飛
書
到
来
、
即
日
出
船
帰
国
い
た
し
候
、
奇
々
妙
々
頓
と
わ
か
り
不
申
候
、
何
分
同
藩
中
ウ
チ
バ
ワ
レ
い
た
し
居
申
様
子
、
又
々
讒
口
な
と
ニ
か
り
不
申
哉
と
、
返
々
痛
心
仕
居
申
候
、
川
江
種
美
云
々
の
事
承
知
仕
候
、
同
人
ハ
小
弟
も
随
分
な
し
ミ
ニ
御
坐
候
、
赤
心
之
至
ニ
御
坐
候
、
○
橋
の
番
付
御
覧
の
よ
し
、
実
ニ
可
恥
事
御
坐
候
、
儒
者
を
ハ
当
今
第
一
の
も
の
様
ニ
覚
候
世
風
な
れ
ハ
、
そ
れ
ハ
論
な
し
、
て
に
ハ
も
合
ぬ
哥
よ
み
輩
と
見
立
ら
れ
候
ハ
遺
恨
之
至
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
そ
れ
も
時
勢
也
、
さ
り
と
ハ
わ
か
ら
ぬ
地
風
こ
ま
り
切
申
候
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
○
近
世
名
所
集
と
申
も
の
事
、
承
知
仕
候
、
小
弟
も
一
た
ひ
何
処
や
ら
の
坐
上
ニ
て
見
及
候
へ
と
も
、
作
者
も
今
ハ
覚
不
申
、
近
日
書
林
ニ
聞
合
せ
、
又
々
可
申
上
候
、
○
六
人
部
是
香
作
、
道
の
一
言
と
申
も
の
、
此
頃
開
板
し
た
り
と
て
、
く
り
付
ら
れ
申
候
、
為
御
慰
二
部
さ
し
お
く
り
申
候
、
何
卒
付
合
ニ
御
買
取
可
被
下
候
、
一
部
壱
匁
五
分
ツ
ヽ
也
、
さ
て
又
、
東
雄
、
翁
ま
ろ
の
上
木
も
の
代
、
相
成
候
ハ
ヽ
萩原広道の消息（その四）
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一
五
何
卒
近
便
御
越
し
可
被
下
候
、
度
々
さ
い
そ
く
ニ
申
候
、
○
翁
満
如
旧
九
月
末
よ
り
上
坂
い
た
し
居
申
候
、
○
此
外
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
、
短
日
如
走
雑
務
紛
々
申
漏
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
毎
々
乍
末
御
内
政
様
へ
可
然
御
伝
声
奉
希
上
候
、
恐
惶
頓
首
　
　
　
十
二
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
道
　
　
　
　
鈴
木
先
生
　
　
尚
々
時
気
御
い
と
ひ
可
被
成
候
、
今
夕
河
内
や
　
　
出
船
と
の
事
ニ
付
、
急
書
乱
文
御
免
可
被
下
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
﹇
第
十
六
消
息
（
嘉
永
三
年
二
月
八
日
カ
）﹈
一
五
・
八
×
一
三
八
・
二
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
鈴
木
様
新
春
之
御
吉
慶
不
可
有
尽
期
御
坐
候
、
先
以
御
禎
祥
被
成
御
超
歳
珍
重
御
義（ママ）
奉
存
候
、
随
而
破
屋
無
異
ニ
加
年
仕
候
間
、
乍
憚
御
放
念
可
被
下
候
、
旧
臘
尓
来
彼
是
取
紛
御
無
音
申
上
候
段
、
御
恕
免
可
被
下
候
、
乍
延
引
年
頭
御
祝
詞
申
上
度
如
斯
御
坐
候
、
猶
期
永
日
之
時
候
、
恐
惶
謹
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
原
鹿
蔵
　
　
　
二
月
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
押
　
　
　
　
鈴
木
武
雄
様
　
　
　
　
　
　
　
人
々
御
中
尚
々
余
寒
未
退
、
時
気
折
角
御
自
愛
専
要
奉
懇
祈
候
、
爰
元
相
応
之
御
用
等
御
坐
候
ハ
ヽ
、
無
御
遠
慮
可
被
仰
下
候
、
○
旧
年
十
一
月
頃
歟
と
覚
申
候
、
長
沢
伴
雄
著
編
鴨
川
集
并
同
人
哥
と
も
差
上
候
後
、
播
州
罷
出
案
外
隙
取
候
而
罷
帰
、
其
後
俗
務
繁
多
に
て
意
外
ニ
御
無
音
申
上
居
申
候
、
今
日
ハ

と
存
候
内
、
及
臘
末
益
多
忙
之
上
、
廿
七
八
日
頃
よ
り
風
邪
ニ
て
居
申
候
、
正
月
十
日
頃
打
臥
居
申
候
、
十
一
日
年
礼
ニ
出
候
処
時
気
ニ
や
ら
れ
候
而
、
又
々
十
五
日
軽
痢
症
ニ
而
引
籠
居
申
候
、
さ
し
た
る
事
ニ
も
無
御
坐
候
へ
と
も
、
案
外
長
く
相
成
、
や
う

昨
日
七
日
よ
り
近
辺
徘
徊
仕
候
位
之
義
、
夫
故
何
方
へ
も
文
通
等
も
不
仕
、
実
ニ
案
外
之
御
無
音
ニ
相
成
申
候
、
扨
旧
臘
廿
四
五
日
頃
、
武
嶋
氏
私
宅
へ
相
見
え
承
候
へ
ハ
、
伊
勢
へ
御
代
参
と
し
て
御
上
り
被
成
、
船
ニ
て
御
出
被
成
既
ニ
当
地
へ
御
着
ニ
や
、
併
拝
顔
ハ
不
仕
、
御
紙
面
ニ
而
考
候
へ
ハ
、
も
し
や
他
之
御
方
歟
と
も
存
候
へ
と
も
、
船
頭
ニ
鈴
木
様
ハ
如
何
と
相
尋
候
へ
ハ
、
御
上
京
と
申
候
故
、
大
方
ハ
御
上
り
被
成
候
事
な
る
へ
し
と
御
咄
ニ
候
故
、
さ
て
ハ
兼
て
拝
顔
相
楽
居
申
候
処
、
幸
之
御
事
と
存
、
い
つ
れ
年
籠
り
御
代
参
候
ニ
や
、
さ
す
れ
ハ
、
正
月
四
日
五
日
頃
当
地
へ
御
着
と
相
考
、
右
不
快
中
な
か
ら
御
ま
ち
居
申
候
処
、
御
出
無
御
坐
不
審
ニ
存
候
へ
共
、
武
島
氏
も
年
明
ハ
未
御
出
無
御
坐
、
拙
生
も
得
不
参
旁
お
ほ
つ
か
な
く
存
居
申
候
処
、
誰
人
ニ
候
哉
、
正
月
廿
五
六
日
頃
と
覚
申
候
、
門
前
之
赤
本
屋
へ
御
紙
面
一
通
持
参
致
さ
れ
置
候
と
の
事
ニ
而
、
其
晩
受
取
拝
見
仕
候
、
然
ル
処
、
其
已
前
ニ
書
林
今
津
屋
へ
御
托
し
被
成
候
御
状
今
一
通
有
之
哉
之
趣
ニ
承
候
故
、
此
地
ニ
而
今
津
屋
辰
三
郎
、
同
息
子
平
七
と
申
も
の
、
兼
々
拙
家
へ
も
参
候
も
の
故
、
早
速
承
ニ
遣
し
候
処
、
一
向
受
取
居
不
申
候
よ
し
申
候
、
今
津
屋
と
申
書
林
他
に
も
有
之
哉
と
存
候
へ
と
も
、
承
り
不
申
候
、
其
内
ニ
ハ
何
方
そ
よ
り
持
参
可
致
、
左
候
ハ
ヽ
御
返
事
も
可
仕
と
て
、
今
日
ハ

と
相
待
居
候
へ
と
も
、
今
以
何
と
も
左
右
無
御
坐
不
審
ニ
存
候
間
、
貴
答
ハ
さ
し
お
き
先
壱
通
呈
上
仕
候
、
右
御
帋
面
猶
又
御
吟
味
可
被
下
奉
頼
候
、
○
玉
石
集
最
早
御
上
梓
御
落
成
ニ
や
と
奉
存
候
、
昨
年
と
う
そ
取
集
さ
し
上
度
、
彼
是
申
遣
し
候
へ
と
も
、
皆
々
長
々
敷
事
ニ
而
一
向
差
越
し
不
申
候
、
甚
以
御
世
話
か
ひ
も
な
き
事
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
御
高
免
可
被
下
候
、
御
近
辺
ハ
不
知
、
此
辺
の
哥
人
ハ
い
と

拙
哥
人
ニ
て
も
勿
躰
ヲ
つ
け
候
故
か
、
恥
候
故
か
、
さ
る
御
企
も
有
之
候
ハ
ヽ
帰
候
て
も
可
参
筈
ニ
候
処
、
催
促
し
て
も
出
し
不
申
、
さ
て

う
た
て
き
事
ニ
御
坐
候
、
併
毎
度
申
上
候
通
初
篇
御
発
行
候
ハ
ヽ
、
又
々
出
し
候
様
ニ
可
相
成
と
奉
存
候
、
門
人
之
哥
と
も
少
し
斗
よ
り
集
候
分
、
今
便
呈
し
申
候
、
備
前
武
左
衛
門
方
へ
ハ
先
頃
玉
簡
御
遣
し
、
か
な
た
も
十
二
月
ニ
貴
答
さ
し
こ
し
居
申
処
、
前
ニ
一
帖
う
つ
し
て
其
中
よ
り
野
生
ニ
え
り
出
く
れ
候
様
申
、
こ
ま
り
申
候
、
夫
故
大
ニ
延
引
仕
候
、
や
う

印
を
つ
け
た
る
を
愚
筆
之
女
ニ
抜
書
さ
せ
候
分
、
先
さ
し
出
し
候
、
惣
体
同
人
哥
を
も
是
直
し
た
る
分
ニ
ハ
、
宜
し
き
も
少
し
ハ
可
有
之
様
ニ
覚
候
故
、
夫
ヲ
と
申
遣
候
哉
、
い
か
な
る
考
ニ
候
哉
、
新
ニ
よ
み
出
し
候
故
、
七
八
分
御
撰
ニ
成
候
哥
ハ
な
く
大
ニ
迷
惑
仕
候
、
又
ざ
こ
ば
の
婦
人
ニ
も
申
遣
候
処
、
是
又
詠
草
之
直
し
た
る
を
二
三
巻
さ
し
こ
し
、
此
内
よ
り
え
り
出
し
て
拙
生
ニ
写
し
て
く
れ
と
申
、
さ
り
と
は
素
人
ハ
心
な
き
も
の
ニ
御
坐
候
、
朝
夕
筆
ヲ
と
り
つ
め
ニ
い
た
し
て
も
飽
足
ぬ
世
界
へ
、
長
々
敷
事
斗
申
且
ハ
こ
ま
り
、
且
ハ
腹
立
し
く
も
あ
り
と
申
や
う
な
る
事
ニ
候
へ
と
も
、
さ
ハ
か
り
も
申
さ
れ
す
、
是
又
印
を
つ
け
て
か
せ
候
処
、
是
斗
の
筆
者
さ
へ
手
元
ニ
無
御
坐
候
、
実
以
め
ひ
わ
く
仕
候
、
但
し
是
ハ
決
而
労
を
申
立
候
義
ニ
ハ
無
御
坐
、
唯
々
素
人
の
不
理
屈
な
る
を
嘆
息
仕
候
事
ニ
御
坐
候
、
必
々
老
兄
へ
対
し
申
上
候
ニ
ハ
無
御
坐
候
間
、
幸
ニ
御
恕
免
御
大
笑
可
被
下
候
、
右
ニ
付
す
か

と
も
さ
し
上
不
申
候
、
幾
重
ニ
も
御
免
被
下
候
、
尓
後
ハ
石
中
之
石
も
混
合
仕
候
而
、
さ
し
上
可
申
候
間
、
仮
令
拙
生
ニ
見
て
く
れ
と
申
分
も
貴
家
様
ニ
而
御
撰
分
可
被
下
候
様
奉
頼
上
候
、
○
野
之
口
隆
正
養
子
播
州
小
野
ニ
居
申
、
同
苗
進
正
武
と
申
者
、
か
様
之
集
ヲ
い
た
し
候
間
、
一
部
さ
し
出
申
候
、
押
付
か
ま
し
く
御
坐
候
へ
と
も
、
四
匁
三
分
ニ
御
買
取
可
被
下
候
、
玉
石
出
来
之
上
ハ
、
か
れ
ニ
も
必
配
当
可
仕
と
奉
存
候
、
此
書
い
ろ

論
あ
る
事
ニ
御
坐
候
へ
と
も
、
御
一
覧
之
上
ハ
、
氷
解
可
仕
候
間
、
愚
存
ヲ
ハ
さ
し
お
き
不
申
上
候
、
秋
元
安
民
も
拙
生
と
同
案
也
、
此
集
ニ
拙
哥
も
御
坐
候
へ
と
も
、
貴
下
長
沢
へ
（
朱
書
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
し
上
候
跡
の
ニ
て
、
尤
石
斗
に
御
坐
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
句
の
ち
か
ひ
た
る
も
有
、
○
真
珠
ハ
い
か
仕
候
哉
、
去
年
広
島
辺
ヘ
ハ
御
同
道
ニ
而
、
御
出
被
成
候
哉
、
全
体
此
節
ハ
何
方
ニ
居
申
候
哉
、
頓
ト
、
わ
か
り
不
申
候
、
御
便
も
御
坐
候
ハ
ヽ
能
々
御
伝
声
奉
頼
候
、
同
人
か
已
前
師
の
や
う
に
致
し
居
申
候
、
当
地
寺
島
ニ
て
、
萩原広道の消息（その四）
一
六
図書館フォーラム第９号（２００４）
一
七
土
佐
屋
敷
ニ
居
申
候
津
田
為
五
郎
直
入
と
申
仁
、
先
頃
久
し
ふ
り
ニ
而
尋
来
、
同
人
事
ヲ
大
ニ
た
つ
ね
居
申
、
此
段
も
御
伝
達
奉
頼
上
候
、
○
名
所
図
会
之
事
、
色
々
御
周
旋
難
有
奉
存
候
、
色
々
故
障
之
事
御
坐
候
而
、
未
取
懸
り
不
申
候
へ
と
も
、
い
つ
れ
近
キ
内
相
始
申
つ
も
り
御
坐
候
、
呉
々
御
加
勢
奉
頼
上
候
、
先
備
前
、
播
磨
草
稿
仕
、
其
上
ニ
而
、
一
先
出
行
仕
、
赤
間
関
出
立
候
つ
も
り
ニ
御
坐
候
、
九
州
路
ハ
故
有
て
人
ニ
譲
り
可
申
歟
と
も
存
居
申
候
此
義
ハ
追
々
啓
上
可
仕
候
、
○
御
著
書
類
御
上
梓
一
件
ハ
い
か
相
成
候
哉
、
か
の
玉
あ
ら
れ
の
類
の
御
本
な
と
御
出
来
ニ
候
ハ
ヽ
拝
閲
奉
祈
候
、
其
外
と
も
乍
遠
路
一
応
拝
見
仕
候
上
ニ
ハ
、
又
々
御
世
話
可
申
上
候
、
所
詮
ハ
御
蔵
板
ニ
被
成
候
義
ハ
、
先
御
見
合
ニ
而
草
稿
ヲ
書
林
ヘ
御
売
却
被
成
候
方
、
始
終
之
御
得
用
ニ
可
相
成
歟
、
是
い
ろ

骨
折
候
へ
と
も
、
所
詮
賈
人
之
黠
利
ニ
ハ
勝
か
た
く
度
々
迷
惑
仕
候
故
、
内
啓
仕
置
申
候
、
御
賢
考
可
被
成
候
、
○
先
頃
ち
よ
と
申
上
候
歟
と
覚
申
此
表
ニ
而
、
寄
合
之
随
筆
会
相
企
申
候
、
昨
十
二
月
一
会
仕
候
後
ハ
、
連
中
故
障
有
之
、
未
再
会
不
仕
候
、
い
つ
れ
も

心
々
の
事
な
れ
ハ
、
始
終
奇
妙
ニ
ハ
参
ま
し
く
候
へ
と
も
、
二
三
冊
出
来
候
ほ
と
ハ
取
つ
け
申
度
候
、
夫
ニ
付
何
そ
小
段
の
御
賢
考
類
御
坐
候
ハ
ヽ
二
三
条
御
書
付
被
下
間
敷
候
哉
、
右
席
へ
持
参
老
兄
之
御
学
業
吹
聴
仕
、
則
か
の
内
へ
相
加
ヘ
申
度
と
奉
存
候
、
衆
議
ニ
か
け
候
故
、
先
二
三
条
も
御
越
し
可
被
下
候
、
奉
頼
上
候
、
○
山
下
玄
逸
へ
之
手
帋
、
例
之
乍
御
面
倒
御
頼
申
上
候
、
尤
い
つ
ニ
て
も
宜
御
坐
候
、
○
旧
臘
河
内
屋
卯
介
と
申
本
屋
ニ
而
承
候
ヘ
ハ
、
三
田
尻
ニ
何
某
と
か
申
国
学
者
御
坐
候
而
著
述
有
之
、
同
人
方
ニ
而
蔵
板
彫
刻
受
合
居
申
候
、
大
方
出
来
の
よ
し
申
居
候
、
委
敷
承
度
奉
存
候
、
○
御
先
書
ニ
承
申
候
上
司
氏
ヘ
差
出
し
候
腰
折
、
き
ぬ
ニ
可
相
認
様
被
仰
下
、
承
知
ハ
仕
候
へ
と
も
汗
顔
之
至
ニ
御
坐
候
、
宜
御
謝
し
可
被
下
候
、
い
つ
れ
寛
次
殿
相
達
せ
ら
れ
候
哉
と
奉
存
候
、
其
上
ニ
て
認
可
申
候
、
（
朱
書
）
○
旧
冬
已
来
右
申
上
候
通
不
快
ニ
居
申
、
何
之
所
業
も
出
来
不
仕
、
碌
々
消
光
仕
候
、
兎
角
今
日
之
衣
食
ニ
追
立
ら
れ
、
一
日
安
坐
も
相
成
不
申
候
、
そ
の
上
哥
よ
み
輩
入
来
り
、
昼
夜
対
客
ニ
而
大
ニ
当
惑
仕
候
、
何
分
哥
よ
み
と
申
事
ニ
而
ハ
家
職
ハ
相
立
不
申
地
勢
、
さ
り
と
ハ
俗
な
る
事
ニ
御
坐
候
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
書
外
色
々
申
上
承
度
事
共
輻
湊
仕
居
申
候
へ
と
も
、
先
当
用
申
上
候
、
其
内
御
手
簡
も
届
キ
可
申
候
、
左
候
ハ
ヽ
又
々
御
返
事
可
申
上
候
、
恐
々
不
宣
　
　
　
例
之
乱
筆
御
用
捨
可
被
下
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
忌
諱
多
く
候
間
他
見
も
御
用
捨
﹇
第
十
七
消
息
（
嘉
永
七
年
正
月
十
六
日
）﹈
一
五
・
六
×
二
九
・
二
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
高
橋
源
大
輔
様　
　
　
萩
原
鹿
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
用
夜
前
入
夜
罷
帰
候
節
、
山
宇
方
一
寸
お
と
つ
れ
候
へ
と
も
、
大
分
更
候
ニ
や
戸
さ
し
居
申
候
、
不
得
止
事
罷
帰
、
今
早
朝
ニ
下
女
さ
し
出
候
処
、
既
ニ
夜
前
御
発
帆
の
よ
し
さ
て

遺
憾
之
至
ニ
奉
存
候
、
折
角
御
訪
来
被
下
候
処
、
不
得
拝
顔
昨
朝
も
大
風
故
定
而
夜
前
中
ハ
御
乗
船
も
無
御
坐
と
存
、
段
々
馳
歩
行
居
申
候
、
失
敬
之
至
無
申
斗
御
坐
候
、
返
々
御
免
可
被
下
候
、
色
々
御
咄
も
可
申
承
候
処
、
実
ニ
残
念
御
察
し
可
被
下
候
、
例
之
源
氏
も
出
来
上
り
居
申
候
、
願
済
次
第
早
々
さ
し
出
可
申
候
間
、
宜
御
取
捌
可
被
下
候
、
先
ハ
右
御
断
如
此
御
坐
候
、
委
曲
後
音
可
申
上
候
、
御
船
ニ
追
付
候
や
う
ニ
と
山
城
や
へ
む
け
一
書
出
し
候
事
故
、
何
事
も
申
省
候
、
以
上
　
　
　
　
正
月
十
六
日
﹇
第
十
八
消
息
（
嘉
永
七
年
三
月
一
日
）﹈
一
五
・
八
×
八
〇
・
六
糎
　
　
　
（
端
裏
書
）
鈴
木
さ
ま
一
筆
啓
上
仕
候
、
漸
春
暖
相
催
候
処
、
御
挙
家
御
揃
益
御
安
静
可
被
為
在
、
欣
慶
之
至
奉
大
賀
候
、
随
而
茅
屋
依
旧
消
日
仕
候
、
乍
憚
御
安
意
可
被
成
下
候
、
尓
来
も
不
相
替
御
無
音
申
上
候
、
御
恕
免
可
被
下
候
、
ア
メ
リ
カ
騒
キ
ニ
而
世
上
も
何
角
と
さ
わ
か
し
く
、
文
人
不
景
気
御
高
察
可
被
下
候
、
当
地
辺
さ
し
て
干
戈
を
見
る
程
ニ
も
無
御
坐
候
へ
と
も
、
物
価
騰
直
且
融
通
あ
し
く
万
事
寂
寥
之
光
景
ニ
御
坐
候
、
さ
ハ
い
へ
と
錦
地
辺
ハ
ゆ
る

と
仕
候
事
ニ
や
と
も
奉
察
候
、
ど
う
か
異
人
も
退
船
致
候
と
の
噂
、
一
両
日
ハ
聞
え
申
候
、
さ
れ
と
も
未
実
説
ハ
不
承
候
、
追
々
可
申
上
候
、
○
客
年
已
来
色
々
御
役
介
ニ
相
成
申
候
源
氏
物
語
、
今
般
蔵
板
願
済
製
本
致
さ
せ
候
故
、
五
部
さ
し
出
申
候
、
此
内
四
部
ハ
前
借
金
之
口
、
岡
本
三
右
衛
門
殿
、
長
井
孫
右
衛
門
殿
、
小
倉
義
太
郎
殿
、
原
田
市
郎
左
衛
門
殿
へ
御
便
ニ
御
遣
し
可
被
下
候
、
別
ニ
手
帋
ハ
そ
へ
不
申
候
、
宜
様
御
伝
声
可
被
下
候
、
壱
部
ハ
君
へ
入
御
覧
申
候
、
御
一
覧
御
批
評
可
被
下
候
、
代
ハ
三
十
六
匁
定
ニ
御
坐
候
、
是
ハ
前
銀
出
し
候
人
少
し
ハ
得
用
も
無
之
候
て
ハ
跡
の
さ
ハ
り
ニ
成
候
故
、
書
林
と
談
し
右
之
通
ニ
い
た
し
申
候
、
但
し
此
内
壱
匁
ハ
遠
方
飛
脚
ち
ん
の
つ
も
り
な
れ
ハ
、
此
方
へ
取
ニ
御
越
し
被
下
候
ヘ
ハ
三
十
五
匁
ニ
て
宜
し
く
候
、
此
段
御
含
被
下
御
社
中
へ
御
吹
聴
、
望
之
人
も
御
坐
候
ハ
ヽ
追
々
御
取
次
可
被
下
候
、
今
般
之
一
部
ハ
御
覧
後
上
司
氏
か
ど
こ
そ
へ
御
ふ
り
む
け
可
被
下
候
、
一
部
呈
上
仕
度
候
へ
と
も
職
人
づ
る
け
製
本
し
か

と
出
来
不
申
候
、
社
中
ハ
手
を
う
け
て
待
や
う
ニ
申
候
、
一
向
ニ
間
ニ
合
か
ね
候
間
追
々
之
事
ニ
可
仕
候
、
返
々
も
宜
様
ニ
奉
頼
上
候
、
跡
も
引
続
キ
追
々
取
懸
り
居
申
候
、
須
磨
巻
辺
ニ
て
又
一
帙
と
い
た
し
申
候
、
例
之
二
歩
之
口
も
御
促
し
可
被
下
候
、
一
帙
出
し
候
上
ハ
萩原広道の消息（その四）
一
八
図書館フォーラム第９号（２００４）
一
九
さ
の
ミ
い
ぶ
か
る
人
斗
ハ
有
ま
し
く
や
と
も
奉
存
候
、
御
一
考
可
被
下
候
、
山
口
の
高
橋
な
と
も
色
々
被
申
呉
候
事
も
有
之
候
、
何
卒
注
文
沢
山
ニ
被
命
候
様
ニ
御
伝
置
可
被
下
候
、
何
分
一
昨
冬
よ
り
已
来
此
一
挙
ニ
か
り
、
借
金
一
条
ニ
ハ
大
骨
折
仕
候
、
御
一
笑
可
被
下
候
、
か
ら
う
し
て
先
食
言
の
罪
ハ
の
か
れ
一
息
ほ
つ
と
つ
き
居
申
候
、
乍
去
大
分
勢
ひ
よ
ろ
し
け
ニ
聞
え
候
間
、
跡
ハ
案
外
ニ
た
や
す
き
哉
と
も
存
居
申
候
、
何
分
御
助
勢
奉
希
候
、
た
一
ツ
わ
ろ
き
事
ハ
異
人
一
条
ニ
て
、
大
筒
打
の
時
め
く
世
中
と
成
候
所
へ
源
氏
な
と
申
て
ハ
、
時
候
お
く
れ
め
き
て
急
ニ
ハ
評
判
も
届
く
ま
し
く
よ
わ
り
居
申
候
、
御
憐
察
可
被
下
候
、
○
此
辺
諸
友
い
つ
れ
も
無
別
条
御
坐
候
、
黒
沢
も
い
ま
た
居
申
候
、
か
の
本
代
何
卒
急
々
御
こ
し
可
被
下
候
、
当
地
ニ
居
候
内
ニ
遣
し
度
御
坐
候
也
、
長
沢
も
案
外
手
か
ろ
き
蟄
居
と
見
え
、
文
通
な
と
ハ
一
向
ニ
不
構
を
り

音
信
い
た
し
居
申
候
、
御
用
も
御
坐
候
ハ
ヽ
此
方
へ
む
け
て
御
こ
し
可
被
下
候
、
○
玉
石
集
あ
と
如
何
、
何
分
姓
名
録
ハ
必
御
つ
け
可
被
成
候
、
こ
か
俗
人
の
競
ひ
の
第
一
と
奉
存
申
候
、
且
玉
石
一
部
何
卒
御
こ
し
可
被
下
候
、
○
御
廻
り
講
尺
ハ
如
何
、
不
相
替
御
勉
強
被
成
候
哉
、
承
度
奉
存
候
、
ち
と

御
閑
ニ
東
辺
へ
も
近
々
御
出
張
可
被
成
哉
と
奉
存
候
、
此
義
ハ
追
々
御
相
談
（
マ
マ
）
可
申
上
候
、
さ
れ
と
も
御
隙
如
何
あ
ら
ん
、
備
前
辺
も
御
出
行
な
ら
ハ
又
々
手
段
も
可
有
之
候
、
御
考
置
可
被
下
候
、
○
書
外
色
々
申
上
度
候
へ
と
も
先
ハ
右
之
書
物
さ
し
上
度
候
、
如
此
御
坐
候
、
猶
期
後
音
之
時
候
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恐
々
頓
首
　
　
　
三
月
朔
日
認　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
蔵
　
　
　
　
武
雄
様
　
　
尚
々
時
気
御
自
愛
専
要
、
乍
末
筆
　
　
御
内
政
様
へ
宜
御
伝
声
可
被
下
候
、
以
上
